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「　
創　
業　
1  0  0  
年　
の　
顕　
彰　
」　

を　
受　
け　
ま　
し　
た　
。　

イ　
ベ　
ン　
ト　
情　
報　

今　
年　
の　
出　
荷　
は　
お　
陰　
様　
で　
順　
調　
で　

し　
た　
。　
特　
に　
冷　
酒　
関　
係　
は　
、　
大　
吟　

醸　
・　
純　
米　
大　
吟　
醸　
は　
一　
〇　
％　
、　
本　
生　

吟　
醸　
酒　
約　
一　
五　
％　
増　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　

が　
、　
清　
酒　
本　
来　
の　
燗　
酒　
は　
八　
％　
の　
減　

と　
な　
り　
、　
清　
酒　
の　
将　
来　
の　
消　
費　
動　
向　

が　
想　
定　
で　
き　
る　
様　
で　
す　
。　
今　
年　
も　
昨　

年　
同　
様　
吟　
醸　
酒　
の　
製　
造　
の　
み　
の　
予　
定　

で　
す　
。　
し　
か　
し　
、　
日　
本　
酒　
は　
や　
は　
り　

伝　
統　
あ　
る　
燗　
酒　
を　
大　
事　
に　
し　
た　
い　
と　

２　
０　
０　
１　
年　
の　

酒　
造　
り　
が　
決　
ま　
り　
ま　
し　
た　
。　

今　
年　
の　
猛　
暑　
で　
庭　
の　
苔　
は　
大　
分　
傷　

み　
ま　
し　
た　
。　
し　
か　
し　
、　
1  0  
月　
に　
入　
り　

少　
し　
ず　
つ　
回　
復　
、　
苔　
の　
新　
芽　
が　
出　
て　

来　
て　
い　
ま　
す　
。　
今　
冬　
に　
は　
元　
の　
風　
情　

の　
も　
ど　
る　
様　
で　
す　
。　
さ　
て　
、　
1  0  
月　
に　

入　
り　
多　
く　
の　
方　
々　
が　
お　
見　
え　
頂　
き　
、　

ま　
た　
に　
ぎ　
わ　
い　
が　
戻　
っ　
て　
来　
ま　
し　

た　
。　
さ　
て　
、　
来　
春　
の　
ス　
ケ　
ジ　
ュ　
ー　
ル　

は　
、　
次　
の　
様　
に　
予　
定　
し　
て　
お　
り　
ま　
す　

の　
で　
、　
ぜ　
ひ　
御　
参　
加　
を　
お　
願　
い　
し　
ま　

す　
。　 桂　

松　
庵　
だ　
よ　
り　

◎　
２　
月　
1  0  
日　
（　
土　
）　
フ　
ー　
ド　
ピ　
ア　
金　
沢　

今　
年　
の　
ゲ　
ス　
ト　
は　
東　
て　
る　
美　
さ　
ん　

に　
決　
定　
致　
し　
ま　
し　
た　
。　
今　
年　
も　
定　
員　

3  0  
名　
で　
す　
。　
毎　
年　
、　
早　
々　
と　
満　
席　
に　

な　
っ　
て　
い　
ま　
す　
の　
で　
、　
御　
希　
望　
の　
方　

は　
早　
め　
に　
小　
松　
商　
工　
会　
議　
所　
「　
フ　
ー　

ド　
ピ　
ア　
金　
沢　
係　
」　
ま　
で　
お　
願　
い　
し　
ま　
す　
。　

◎　
あ　
ら　
ば　
し　
り　
の　
会　

３　
月　
上　
旬　

小　
松　
の　
「　
食　
べ　
処　
、　
飲　
み　
処　
」　
御　

紹　
介　
タ　
ウ　
ン　
情　
報　
誌　
の　
小　
松　
食　
べ　

処　
、　
飲　
み　
処　
の　
御　
紹　
介　
を　
平　
成　
1  2  
年　

1  0  
月　
迄　
で　
2  0  
店　
と　
な　
り　
ま　
し　
た　
。　
今　

後　
も　
出　
来　
る　
だ　
け　
御　
紹　
介　
を　
続　
け　
る　

予　
定　
で　
す　
が　
お　
い　
し　
い　
お　
店　
、　
ユ　
ニ　

ー　
ク　
な　
お　
店　
を　
お　
知　
ら　
せ　
い　
た　
だ　
け　

れ　
ば　
ス　
ペ　
ー　
ス　
に　
余　
裕　
出　
来　
ま　
し　
た　

ら　
掲　
載　
し　
た　
い　
と　
思　
い　
ま　
す　
。　
最　
終　

的　
に　
は　
小　
松　
飲　
み　
処　
の　
マ　
ッ　
プ　
を　
作　

り　
た　
い　
と　
思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
今　
ま　
で　

に　
御　
紹　
介　
し　
た　
小　
松　
の　
食　
べ　
処　
、　
飲　

み　
処　
は　
次　
の　
通　
り　
で　
す　
。　

①　
ゲ　
ラ　
　　
②　
万　
夢　
楽　
　　
③　
岡　
田　
　　

④　
は　
ま　
だ　
　　
⑤　
小　
六　
庵　
　　
⑥　
せ　
ん　
味　

⑦　
や　
っ　
ち　
ゃ　
ん　
　　
⑧　
梶　
助　
　　
⑨　
ま　
つ　
家　

⑩　
つ　
か　
さ　
　　
⑪　
志　
の　
助　
　　
⑫　
長　
寿　
庵　

⑬　
任　
田　
家　
　　
⑭　
き　
た　
む　
ら　
　　
⑮　
な　
か　
の　

⑯　
竹　
の　
家　
　　
⑰　
南　
月　
　　
⑱　
つ　
づ　
ら　

⑲　
秀　
寿　
司　
　　
⑳　
三　
味　
耶　

（　
敬　
称　
略　
）　

創　
業　
時　
の　
確　
か　
な　
文　
献　
や　
資　
料　
は　

何　
も　
残　
っ　
て　
い　
ま　
せ　
ん　
が　
（　
昭　
和　
1  1  

年　
蔵　
家　
失　
火　
）　
口　
伝　
え　
に　
よ　
る　
と　
万　

延　
元　
年　
と　
伝　
え　
ら　
れ　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

江　
戸　
時　
代　
か　
ら　
明　
治　
ま　
で　
は　
幕　
府　
や　

各　
藩　
で　
は　
酒　
造　
株　
を　
設　
定　
に　
酒　
屋　
を　

管　
理　
し　
て　
酒　
役　
銀　
（　
税　
金　
）　
を　
徴　
収　

し　
て　
い　
ま　
し　
た　
。　
加　
賀　
藩　
史　
の　
中　
で　

は　
天　
保　
年　
間　
ま　
で　
の　
小　
松　
の　
造　
り　
酒　

屋　
の　
名　
前　
が　
あ　
り　
株　
数　
や　
造　
り　
高　
が　

記　
録　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
。　

そ　
の　
中　
に　
は　
当　
家　
の　
名　
前　
は　
あ　
り　

ま　
せ　
ん　
。　
当　
店　
の　
創　
業　
者　
と　
い　
わ　
れ　

る　
源　
右　
衛　
門　
は　
弘　
化　
４　
年　
に　
は　
米　
を　

9  1  
石　
２　
斗　
の　
自　
作　
農　
で　
あ　
り　
、　
記　
録　

に　
は　
加　
能　
史　
「　
品　
々　
帳　
」　
に　
も　
記　
載　

さ　
れ　
て　
い　
る　
よ　
う　
に　
大　
き　
な　
農　
家　
で　

あ　
り　
、　
余　
り　
米　
で　
酒　
造　
り　
を　
初　
め　
た　

兼　
業　
農　
家　
の　
創　
業　
だ　
と　
思　
わ　
れ　
ま　

す　
。　
そ　
の　
後　
万　
延　
か　
ら　
慶　
応　
年　
間　
に　

は　
酒　
造　
株　
や　
他　
地　
域　
か　
ら　
米　
の　
購　
入　

が　
自　
由　
と　
な　
り　
、　
各　
地　
に　
酒　
屋　
が　
誕　

生　
し　
た　
も　
の　
と　
思　
わ　
れ　
ま　
す　
。　
明　
治　

１　
０　
年　
の　
小　
松　
史　
に　
は　
、　
当　
家　
で　
は　

７　
５　
石　
造　
り　
と　
の　
記　
録　
が　
あ　
り　
、　
万　

延　
の　
創　
業　
と　
す　
る　
と　
現　
業　
で　
１　
４　
６　

年　
前　
と　
な　
り　
ま　
す　
。　

こ　
の　
度　
小　
松　
商　
工　
会　
議　
所　
で　
は　

特　
別　
大　
吟　
醸　

太　
初　

思　
っ　
て　
い　
ま　
す　
。　
特　
別　
に　
お　
い　
し　
く　
、　

飲　
み　
や　
す　
い　
酒　
が　
造　
れ　
な　
い　
も　
の　
か　

と　
杜　
氏　
と　
頑　
張　
る　
つ　
も　
り　
で　
す　
。　
ど　

う　
ぞ　
新　
し　
い　
燗　
酒　
を　
御　
期　
待　
下　
さ　
い　
。　

「　
創　
業　
１　
０　
０　
年　
企　
業　
の　
顕　
彰　
」　
で　

１　
０　
月　
３　
０　
日　
に　
当　
店　
も　
顕　
彰　
さ　
れ　

ま　
し　
た　
。　
今　
後　
も　
創　
業　
者　
の　
精　
神　
と　

努　
力　
を　
受　
け　
継　
ぎ　
、　
次　
世　
代　
へ　
伝　
え　

る　
義　
務　
だ　
と　
考　
え　
て　
お　
り　
ま　
す　
。　

◎　
茶　
会　
と　
懐　
石　
で　
日　
本　
酒　
の　
出　
会　
い　

楽　
し　
む　
会　

４　
月　
上　
旬　

◎　
新　
酒　
ま　
つ　
り　

4  0  
名　
（　
定　
員　
）　
一　

般　
及　
び　
神　
泉　
の　
会　
会　
員　
様　
　　
５　
月　
上　
旬　

◎　
酒　
蔵　
開　
放　

２　
月　
1  5  
日　
〜　
３　
月　
1  5  

日　
ま　
で　
酒　
蔵　
開　
放　
し　
ま　
す　
。　
（　
一　
週　

間　
前　
の　
予　
約　
を　
お　
願　
い　
し　
ま　
す　
）　

1  0  
月　
2  1  
日　
に　
神　
泉　
の　
大　
吟　
醸　
「　
の　

み　
き　
り　
の　
会　
」　
と　
し　
て　
開　
催　
し　
ま　
し　

た　
。　
今　
回　
は　
7  0  
名　
ほ　
ど　
が　
参　
加　
さ　
れ　
、　

ゲ　
ス　
ト　
の　
魯　
大　
鳴　
さ　
ん　
の　
京　
舞　
を　
堪　

能　
し　
ま　
し　
た　
。　

魯　
大　
鳴　
さ　
ん　
は　
京　
劇　
と　
能　
で　
演　
じ　

る　
二　
つ　
の　
世　
界　
『　
揚　
貴　
妃　
』　
と　
い　
う　

タ　
イ　
ト　
ル　
を　
玄　
宗　
皇　
帝　
と　
揚　
貴　
妃　
を　

描　
く　
長　
編　
詩　
「　
長　
恨　
歌　
」　
（　
白　
楽　
天　

作　
）　
を　
構　
成　
の　
基　
本　
に　
し　
、　
中　
国　
と　

日　
本　
、　
そ　
れ　
ぞ　
れ　
の　
伝　
統　
演　
劇　
に　
よ　

り　
、　
千　
年　
を　
越　
え　
て　
現　
代　
に　
通　
ず　
る　

世　
界　
を　
表　
現　
す　
る　
新　
し　
い　
試　
み　
を　
石　

川　
県　
立　
能　
楽　
堂　
で　
も　
演　
じ　
ら　
れ　
た　
方　

で　
す　
。　
（　
十　
月　
十　
七　
日　
）　

「　
神　
泉　

特　
別　
大　
吟　
醸　

太　
初　
」　
は　
6  
月　
下　
旬　
に　
発　
売　
い　
た　
し　
ま　
し　
た　

が　
、　
好　
評　
で　
1  0  
月　
で　
完　
売　
し　
ま　
し　
た　
。　
あ　
り　
が　
と　
う　
ご　
ざ　
い　
ま　
し　
た　
。　

「　
大　
吟　
醸　

太　
初　
」　
は　
人　
間　
国　
宝　
、　
徳　
田　
八　
十　
吉　
先　
生　
に　
ご　
命　
名　
い　

た　
だ　
き　
、　
原　
料　
米　
は　
厳　
選　
さ　
れ　
た　
酒　
造　
好　
適　
米　
「　
山　
田　
錦　
」　
を　
使　
用　
し　

た　
貴　
重　
な　
お　
酒　
で　
し　
た　
。　
少　
量　
で　
す　
が　
、　
来　
年　
も　
醸　
造　
予　
定　
し　
て　
お　
り　

ま　
す　
。　
販　
売　
は　
５　
月　
頃　
の　
予　
定　
で　
す　
。　

お　
願　
い　


